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はじめに
明治期に入り，文明開化により西欧との交流が
盛んとなり西洋文化が普及するとともに，日本の
伝統文化が海外に知られることとなった。数多く
の美術品が，当時日本にいる外国人の手を経て海
外に渡った。その当初の記録が史資料に散見され，
その多くは，絵画および彫刻に対する情報が多く
知られている。一方で，工芸品については，具体
的にはどの作品が海外にわたったのか，数例を除
き，その詳細は具体的にわかっていない。そこで，
研究の足掛かりとしてパリ（フランス）にある
Le Musée des Arts Décoratifs にてフランスに
渡った美術工芸品を対象として研究を開始し，今
回は，当館に所蔵されている在外文化財のうち，
染織文化財に的を絞り精査を行った。
研究目的
本研究では，19 世紀に日本よりフランスに流
出した文化財のうち，特に染織文化財を対象とし
て調査を行う。日本の染織文化財がどの程度存在
しているのか，そして，それらの作品群の内容お
よび，その特徴を把握することが目的である。
研究方法
（1）資料データの収集
資料データの収集にあたって，まず最初に，作
品の収蔵および保管管理，展示等にデータが書き
込まれた管理用個別調書の精査分析および文化財
データの取得，および関連分野の学術研究論文等
の調査・分析をおこなった。また，歴史的資料に
関しては，主にフランス国立図書館に保存されて
いる当時の資料を分析した。
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（2）現地調査
資料データ収集のために，Le Musée des Arts 
Décoratifs の協力を得，現地博物館内にて調査を
行った。
研究機関：Le Musée des Arts Décoratifs 111, 
Rue de Rivoli 75001 Paris, FRANCE
先行研究
19 世紀半ばより欧米において日本の美術工芸
が注目されていた事例は，多くの研究者によって
指摘されている。それらの研究は，万国博覧会に
関する研究や，ジャポニズム研究といった分野で
盛んに行なわれてきた（1）。特に，1876 年に Claude 
Monet が描いた絵画「La Japonaise （Camille 
Monet in Japanese Costume）」はあまりにも有
名で，多くの研究者がジャポニズムにおける着
物（染織品）が果たした役割について指摘してき
た（2）。着物が与える影響が大きいと考えながらも，
従来の研究者による成果は，絵画とくに欧米人が
描いた油画や，日本から流出した版画に関する研
究が多く，在外の日本の染織品そのものに関す
る研究はあまり行われてこなかった。最近では，
2006-2007 年にパリの Maison de la Culture du 
Japon にて開催された「Exposition Katagami : 
les pochoirs japonais et le japonisme（3）により，
フランスにある染織文化財が注目されることにな
り，深井らによって 2009 年から 2011 年にかけて
フランスおよびイギリスで着物を中心としたジャ
ポニスムの視点にたった日本の染織品の研究が行
われた（4）。日本では，先述した 2007 年にパリで
開催された展覧会と同様のテーマで，2013 年に
京都国立近代美術館で開催された「KATAGAMI 
Style　– もうひとつのジャポニズム」が開催さ
れることで，日本からの視点にたった，フランス
に渡った染織品が注目されるようになった（5）。
本研究の意義
先行研究では，フランスに渡った染織文化財を
研究しているものの，ジャポニズム期に限定し，
着物および選抜した極く限られた染織品のみを対
象としているため，調査分析内容に恣意的偏りが
あり，コレクションの内容および全体像が把握し
にくい。また，歴史的観点にたった分析がジャポ
ニズムという一般的なテーマによって締めくくら
れているため，収蔵された経緯など，なぜコレク
ションが形成されたのかについて十分に研究され
ていないという問題点がある。そこで，先行研究
を補完するとともに，新規点について論述する点
に，本研究の意義がある。以下，収蔵されている
日本の染織品の調査研究結果を記すとともに，収
蔵された時代の史資料（原資料）の調査分析結果
を論述する。
1. Le Musée des Arts Décoratifs の歩み
Le Musée des Arts Décoratifs は，公共福祉
を目的とした 1901 年のフランス国内法に準拠し
て設立された非営利団体である（6）。この組織の母
体は，L’ Union Centrale des Arts Décoratifs 
（UCAD）である。
UCAD は，1864 年に創設された産業組合（l’ 
Union Centrale des Beaux Arts Appliaués à l’ 
industrie（7））と 1877 年に創設された装飾博物館
協会（la Société du Musée des Arts Décoratifs（8））
が基盤となり，1882 年に設立された（9）。
国際万博開催に際し，複数のコレクターが，工
芸品と伝統産業の流通促進と，文化，デザイン，
工業製品の発展の必要性を唱え，二つの組織が合
わさり，新たな組織として生まれ変わった（10）。
設立後，1982 年に慈善団体として認可され，
その活動が広く知られるようになった。UCAD
の目的は，公共のコレクションの保存等，保管管
理および文化の普及，創造活動への支援，美術教
育，専門家養成と専門的訓練などである（11）。
UCAD の理念の根本には，芸術は，社会的で
政治的な復興に対し役割をになっており，次世代
に対し，政治家や思想家，芸術家は，社会的な責
務を負っているため，一層の啓蒙が必要である。
これは特に，工芸と，応用美術，産業製品，装飾
デザインの分野で必要とされるものであると考え
られていた。
このような，芸術と産業との結びつきは，18 世
紀末から始まった産業革命を起点としており，
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進歩した産業と伝統文化との融合が時代的命題
であったと考えることは自然であろう。この考
えは，18 世紀末の産業革命とほぼ同時に思考さ
れており，Pierre Jean Baptiste Chaussard や，
教育委員会事務局長（Secrétqire Général de la 
Commission de l’ Instruction Publique ; 1815-
1820），作家などが発した 1798 年の「我々は，こ
れまでの社会的な建物内の装飾における芸術の在
り方を検討している（12）。」という言葉にも如実に
見て取れる。このような時代的な背景から，特定
の一部の関係者だけの問題としてではなく，国家
的課題として考えられていた。この考えは，万博
の開催を機に欧州へ広く普及し，とりわけ 1862
年開催のロンドン万博では，Sir. Retherford 
Alcock（13）が日本で自ら収集した美術品等 600 点
以上が展示され，西欧の人々から注目を受け
た（14）。ロンドン万博の主催者は，The Royal 
Society for the Encouragement of Arts , 
Manufactures and Commerce であり，美術と工
芸，商業を奨励することを目的としており，具体
的方策として，美術とデザインの産業への応用を
掲げていた（15）。この展示が，日本美術を紹介す
る初の海外展であったため，ヨーロッパ，とりわ
けイギリスとフランスの芸術界に影響を与え，「ジ
ャポネズム」のきっかけとなったことは良く知ら
れている（16）。ロンドンでの成功を背景に，パリ
でも国家的指導組織として，1864 年に l’ Union 
Centra le des Beaux Arts Appl iaués à l’ 
Industrie が設立された。上述のように，この団
体と la Société du Musée des Arts Décoratifs
の二つの団体が基盤となり，UCAD が組織され
た。このように，民間団体とはいえ，国家的な取
り組みの中から生み出されたものであったため，
UCAD は，多くの文化人をはじめ俳優などから
も支援を受けた（17）。
2. 収蔵されているコレクションについて
Le Musée des Art Decolatifs の所蔵するすべ
ての文化財のうち，日本の染織品コレクションを
抽出したところ，員数にして 841 点の存在が確認
できた。先の調査（18）では 721 点とされていたが，
それを上回る数の染織文化財を発掘した。
それら 841 点の日本の染織品コレクションの概
要把握のため，研究の第一段階として，Le 
Musée des Art Décoratifs の協力を経て，文化
財にそれぞれ個別に割り振られている固有 ID に
従って作成された個別調書の調査を実施した。
3. コレクションの特徴
コレクションを概観すると，それらは時代的に
区分でき，いくつかの群に分けられることがわか
る。特に，日本の染織品コレクションは 19 世紀
末および 20 世紀初頭に収蔵されたものが非常に
多いことに気付く。
特に全体のコレクションを特徴づけている固有
の Collection 群として，19 世紀末に収蔵された，
Bing Siegfried Collection がある。
現在，このコレクションは Le Musée des Art 
Décoratifs の中で個人コレクションの枠組みで特
に注目され，Bing Siegfried Collection として展
覧会が開催されるなど（19），極東美術を象徴する
コレクションとして長年にわたって親しまれ，博
物館全体の中核的存在ともなっている。
4. Bing Siegfried について
Bing Siegfried は，1871 年ハンブルグに生ま
れた。ドイツ人の美術商である。美術評論家とし
ても知られる。別名 Bing Samuel と呼ばれる（20）。
彼は，フランスに日本美術を広めた人物として有
名である。
彼は，商家であった父および叔父に師事し，普
仏戦争後に日本美術を扱う貿易商となりドイツで
その専門家としての道を歩み始めた。その後，父
がフランスパリで商売をするようになるに伴い移
住し，1870 年に自身でも，パリ 9 区の 22 rue 
Chauchat に店を構え，アジアと日本の浮世絵版
画と工芸品を扱う店を創設した。彼は，1875 年
に来日し，日本の絵画（浮世絵などの版画），彫刻，
そして美術工芸品を直接買い付けることに成功し
た。
Bing Siegfried が，日本の美術品をフランスに広
めたきっかけは，1875 年のパリ万国博覧会に際し，
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Pavillon de l’ Art Nouveau Bing を設立し，極東
の美術品を展示したことに始まる（21）。1888 年から
1891 年にかけては，「Le Japon Artistique」とい
う豪華な月刊専門誌を創刊し，日本の古典美術お
よび美術工芸品の紹介に努めた（22）。1890年には，
浮世絵の大展示会を L’ Ecole des Beaux-Arts
にて開催した。浮世絵に関して，Gisèle Lambert
による詳細な解説があり（23），冒頭，1892 年の 7
月 1 日に掲載された Edmond de Goncourt の新
聞記事の紹介から始まり，1843 年に初めて日本
の美術品（浮世絵）が S．Bing の店で取り扱わ
れたということが述べられている。その記事には，
浮世絵と陶磁器に関する記述はあるが，染織品が
取り扱われていたという記録はない。これだけで
はなく，ギャラリーデュランドルエルにて，歌麿
と広重を特集した展覧会を開催している。
Bing は，その後，欧州の美術史上看過できな
いアールヌーボー時代の中心的役割を果たすよう
になった。彼は，フランスだけではなくイギリス
をはじめとして，諸外国でも展覧会を開催した（24）。
また，ドイツの Museum für Kunst und Gewerbe 
Hamburg には，彼が販売した美術品の記録が残
されている（25）。
5. 日本の美術工芸品と欧州との関係
日本は江戸時代，鎖国をしていたため日本の情
報は，ごく限られた方法で欧州へ伝播した。鎖国
中にフランスに伝えられたことが確認できる最初
の情報は，VOIAGES AU NORD という書籍で
ある（26）。しかし，鎖国以前の 1571 年にはフラン
スは，1542-1571 年間にキリスト教布教（27）の為に
日本を訪れた Auger, Émond が著した報告書を取
得し，情報を得ていた。Auger, Émond だけでは
なく，継続的にキリスト教布教のために訪れた宣
教師たちからも，継続的に情報を得ていた（28）。鎖
国中も，1604 年にアンリ 4 世によって設立され
た国営の貿易会社 Compagnie Française des 
Indes Orientales を経由して，情報を得ていたこ
とが分かっている（29）（30）。日本は，1854 年に日米
修好条約締結により鎖国は解かれ，1867 年に大
政奉還となり徐々に海外との取引が行なわれるよ
うになったが，いつごろからフランス人が日本の
染織品について興味を持っていたのかは，今のと
こ ろ 定 か で は な い。 し か し，Roland de la 
Plat ière の著した「Manufactures , Arts et 
Métiers（1784-1828）（31）」に日本の麻などの天然
素材や生産される布（DRAPERIE）についての
記述が見えることから，18 世紀末にはすでに注目
されていたことがわかる。しかし一方で，美術的
観点から日本の染織品についての評価に関する論
述は見当たらず，日本の染織品の評価は，19 世紀
末のアールヌーボーの登場まで待つことになる。
6. 平面デザイン資料としての活用
Musée des Arts Décoratif の母体が，UCAD で
あることを，第 1 章で指摘した。UCAD の目的は，
工芸品と伝統産業の流通促進と，文化，デザイン，
工業製品の発展であり，創造活動への支援，美術
教育，専門家養成と専門的訓練であった。
Bing Siegfried が，アメリカにわたり Tifanny
の創作支援を行ったことは，良く知られている。
Bing は，好評を博していた浮世絵に着想を得た
のか，デザイン分野において，欧米にはないすっ
きりとした平面構成に特徴を持つ日本のデザイン
センスに注目し，それを欧米の美術工芸に取り入
れようと試み，浮世絵をはじめとした平面絵画の
美術品収集を行った。その結果，Bing Siegfried
は，デザイン見本と成りうる古裂帳と呼ばれる小
さな染織品の端切れの収集に力を注いだと思われ
る形跡が，現在の Le Musée des Arts Décoratifs
の Bing Collection に見られる。また，型紙が同
等にコレクションとして収蔵されていることも，
収集基準がデザイン的価値を重視していたことを
物語っている。
先に指摘した 841 点の日本の染織文化財のコレ
クションの内，およそ半数近くが古裂であり，こ
のことこそが，Le Musée des Aarts Décoratifs
の日本染織文化財の最大の特徴である。
7. 古裂の価値
古裂帳というと，日本風に考えればその価値は，
形態を留めていない分，価値が低く見られがちで
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ある。確かに，飛鳥時代や奈良時代の法隆寺裂や
正倉院裂などの古代裂は別として，小さな古裂に
価値を見出すことは難しい。しかし，Le Musée 
des Arts Décoratifs の古裂は，一般的な古裂帳
と異なる特徴を持つ。その第一の特徴は，収集年
代が特定の期間であることである。収集された
18 世紀末から 19 世紀半ばにかけて，日本では，
大きな時代的変化があったことが重要な意味を持
っている。
明治時代に日本では，変化を急ぎすぎたためか，
前の文化を否定することで新しい文化を創造しよ
うとした。それは，古典や伝統を否定することで
あり，古いものに対する価値評価が著しく下がっ
た。また，神仏分離という新しい国家政策は，古
いものを否定する風潮から，廃仏毀釈という現象
を生み，文化の破壊へと向かったことは有名な事
実である（32）。一方で，神仏分離で破壊を逃れた
仏教関連の美術工芸品は，海外に日本を紹介する
良い資料見本として利用されるようになった。こ
のような背景をもとに，見本として扱われ，
Bing Siegfried Collection に収蔵されたと見られ
る古裂を，本調査によって確認することができた。
購入の経緯は，購入者と購入日によって知るこ
とができる。Le Musée des Arts Décoratifs の
個別作品調書では，Bing Siegfried の名前ととも
に，日付および露天で裂を購入したことが記され
ている。露天で裂を販売しているとすれば，それ
は，寺社の境内で行われる市の可能性が高い。こ
れが，西本願寺の境内にて購入したという記録も
ある。
また，Bing Siegfried Collection の第二の特徴
は，袈裟または打敷などの端切れと思われる仏教
に関係する古裂が多いことである。法輪，龍，寺
紋とみられる菊文様などが織り込まれた金襴銀欄
が多く見受けられる。また驚くことに，古神宝類
と共通性が多いデザインである松喰鶴文（33）や紫
陽花松喰鶴文（34），花菱地の鷺文（35）などが織り込ま
れた染織品の古裂が含まれていることである（36）。
この点は，国内外のコレクションには見られない，
Bing Siegfried Collection 独自の価値として評価
できる。
古神宝類中の染織品は，表着，重袿，単，裳，
表袴，襪などがある。日本国内には，熱田神宮の
古神宝類（1458 年足利義政奉納）の遺品などが
存在する（37）。女房装束の遺品類は現存数が少な
く，意匠および当時の技術を知る上でも貴重な資
料として注目されている。古神宝類は，固綾織も
しくは二重織の技法で織られていることが多く，
その技法的特徴に共通点を見出すことができる。
また，Bing Siegfried Collection ではないが，
Le Musée des Arts Décoratifs のコレクション
の第三の特徴は，珍しい染織品が収蔵されている
点である。Le Musée des Arts Décoratifs の着物
のコレクションといえば，まず第一に，多くの人が
鯉の滝登りが刺繍された小袖を思い浮かべる（38）。
しかし，注目すべきは，小袖以外にも能装束とみ
られる唐織が収蔵されていることである（39）。江
戸期の唐織は織物技術の発達と共に豊かなデザイ
ンが施され，能の演出の一部としてその美しさが
評価されている。江戸期の能衣装では，重要文化
財に指定されている奈良の金春座伝来の能装束が
有名であるが，日本国内に保存状態のよい能装束
は少なく，Le Musée des Arts Décoratifs 所蔵
の能装束は，日本国内にある江戸時代のものとひ
けを取らないコンディションのものである。同様に，
狂言装束（40）も収蔵されている。また，安土桃山
期の打掛も収蔵されている（41）。また，古裂類にも，
藤（42）や蝶（43），扇（44）など題目にちなんだ文様を唐
織の技法で織り出したと見られる古裂が豊富に含
まれている。
さらに，袈裟由来の古裂が多数収蔵されている
こと（45）や，Bing の死後に収蔵された江戸時代に
珍重されていたと推測される 14-16 世紀の大陸由
来の刺繍袈裟（46）がコレクションされていること
も特筆できる点であろう。
これら充実したコレクションを収集できた背景
には，Bing Siegfried が目利きであったことも要
因として多分にあると思われるが，明治時代初期
という文化変革の時期であったという時代的背景
から，幸運にも明治以前には貴重な文化財として
扱われてきたコンディションのよいものが，国の
政策や思想的な動行を背景に手放され，海外で保
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存活用されることになった。日本に現在あるコレ
クション群とは異なる特徴を持つ染織品群のコレ
クションとなっていることが指摘できる。
9. まとめ
Le Musée des Arts Décoratifs で調査を実施
し，日本の染織文化財の Collection について考察
および分析をした。研究の結果，以下のことを明
らかにすることができた。
① Le Musée des Arts Décoratifs は，その設
立母体との関係から，平面デザインとしての価値
を基準として美術工芸品のコレクション化が行わ
れており，それには Bing　Siegfried が深く関わ
っていたこと。
② Le Musée des Arts Décoratifs の所蔵する
日本の染織文化財群では。古裂のコレクションが
充実しており，収集された 18 世紀末から 19 世紀
という特定の年代が，明治の神仏分離・廃仏毀釈
の時期と重なり，日本国内に残っていない宗教美
術品と見られる古裂類が Collection されているこ
と。
③江戸期の能装束と見られる唐織がコレクショ
ンされていること。また，袈裟類の古裂が多数あ
り，江戸期に珍重されていたと見られる大陸由来
の 14-16 世紀に制作されたと見られる貴重な刺繍
袈裟がコレクション中に存在することを確認する
ことができた。
以上の結果を踏まえ，引き続き，Le Musée des 
Arts Décoratifs のコレクションのうち，日本の
染織文化財に対して，文化財情報の取得および素
材特性の把握を行い，細分類およびさらなる価値
評価を行いたい。 
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